
『
五
代
集
歌
枕
』
上
巻
の
本
文

日
比
野
　
浩
　
信

　
藤
原
範
兼
の
『
五
代
集
歌
枕
』
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
名
所
歌
集
の
嗜
矢
と
も
言
う
べ
き
そ
の
重
要
性
に
比
し
て
、
多
く
な
さ
れ
て
い
る
と

は
い
え
な
い
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
伝
本
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
『
五
代
集
歌
枕
』
の
伝
本
は
、
完
本
は
確
認
さ
れ

て
お
ら
ず
、
上
・
下
巻
の
零
本
各
一
本
の
伝
存
が
報
告
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
上
巻
の
孤
本
・
彰
考
館
蔵
本
は
戦
火
に
よ
り
焼

失
し
、
現
存
す
る
の
は
天
理
大
学
図
書
館
蔵
の
下
巻
唯
一
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
古
筆
切
な
ど
に
も
注
意
が
向
け
ら
れ
る
べ
き
所
以
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

稿
者
も
『
五
代
集
歌
枕
』
の
古
筆
切
四
種
七
葉
の
検
討
か
ら
、
少
な
か
ら
ぬ
異
文
が
存
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
伝
本
と
本
文
に
つ
い
て
は
久
曽
神
昇
氏
の
詳
細
な
研
究
と
『
日
本
歌
学
大
系
』
（
以
下
、
大
系
）
へ
の
翻
刻
・
解
題
と
が
あ
り
、
基
礎
的
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

は
そ
こ
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
下
巻
が
、
「
鎌
倉
時
代
乃
至
吉
野
時
代
あ
た
り
」
の
書
写
と
さ
れ
る
古
紗
本
で
、
『
校
本
万
葉
集
』
に
も

資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
、
大
系
で
は
校
訂
は
加
え
ず
に
翻
刻
す
る
と
い
う
方
針
が
と
ら
れ
る
な
ど
、
底
本
の
本
文
が
そ
の
ま
ま
尊
重
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

る
一
方
で
、
上
巻
に
つ
い
て
は
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
の
解
題
に

　
　
現
時
点
に
お
い
て
は
、
上
巻
に
つ
い
て
は
当
該
本
（
稿
者
注
・
彰
考
館
本
）
を
活
字
翻
刻
し
た
歌
学
大
系
本
に
依
拠
す
る
方
法
し
か
な
い
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と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
系
以
上
の
進
展
が
事
実
上
断
念
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
大
系
の
本
文
は
と
い
え
ば
、
凡

例
に
　
　
五
代
集
歌
枕
巻
上
は
、
孤
本
で
誤
写
が
極
め
て
多
い
の
で
、
万
葉
集
以
下
を
参
照
し
て
、
確
実
に
誤
写
と
断
ぜ
ら
れ
る
も
の
は
訂
正
し
た
。

と
あ
る
通
り
、
少
な
か
ら
ぬ
校
訂
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
活
字
化
に
あ
た
っ
て
の
他
伝
本
に
よ
る
校
訂
、
孤
本
で
あ
る
場
合
に
は
他

出
文
献
、
特
に
典
拠
歌
集
に
よ
る
校
訂
は
む
し
ろ
当
然
の
所
作
で
あ
る
。
し
か
し
、
校
訂
に
使
用
す
る
本
文
の
選
択
や
、
異
文
の
処
理
な
ど
、

問
題
と
な
る
点
も
少
な
く
は
な
い
。
例
え
ば
『
五
代
集
歌
枕
』
の
場
合
、
範
兼
の
用
い
た
典
拠
歌
集
の
本
文
系
統
の
特
定
や
、
そ
の
享
受
な
ど
、

流
布
本
に
よ
っ
て
校
訂
さ
れ
た
本
文
か
ら
は
、
正
し
く
判
断
し
得
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
へ

　
上
巻
の
孤
本
・
彰
考
館
本
は
焼
失
し
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
幸
い
に
し
て
、
そ
の
忠
実
な
謄
写
本
が
、
志
香
須
賀
文
庫
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。

志
香
須
賀
文
庫
蔵
謄
写
本
（
以
下
、
志
香
須
賀
本
）
は
昭
和
十
年
の
新
写
本
な
が
ら
、
彰
考
館
本
を
親
本
と
し
た
一
伝
本
と
位
置
付
け
、
『
五
代

集
歌
枕
』
上
巻
唯
一
の
現
存
伝
本
で
あ
る
と
認
識
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
資
料
価
値
は
絶
対
的
で
あ
る
。
こ
の
志
香
須
賀
本
と
大
系
本
と
を
比

較
す
る
と
、
若
干
の
相
違
（
以
下
、
敢
え
て
「
異
同
」
と
す
る
）
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
校
訂
に
よ
っ
て
生
じ
た
異
同
に
つ
い
て
、
特
に
、
典

拠
歌
集
や
他
出
文
献
で
の
本
文
を
拠
と
し
て
、
『
五
代
集
歌
枕
』
上
巻
の
本
文
と
、
そ
の
校
訂
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
い
。
な
お
、
典
拠
歌
集
は

で
き
る
だ
け
伝
本
間
の
異
同
に
も
注
意
し
た
。
他
出
文
献
の
諸
伝
本
に
も
注
意
は
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、
煩
損
と
な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、

今
は
便
宜
上
、
新
編
国
歌
大
観
に
拠
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
『
五
代
集
歌
枕
』
の
原
型
や
享
受
段
階
に
お
け
る
本
文
へ
の
遡
上
の
可
能
性
に
つ

い
て
も
若
干
触
れ
て
み
た
い
。

　
た
だ
し
、
本
稿
は
大
系
を
既
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
大
系
に
よ
っ
て
、
歌
学
の
全
体
像
が
見
通
せ
る
世
に
な
っ

た
現
在
に
こ
そ
、
そ
の
細
部
に
わ
た
る
検
討
が
な
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
り
、
殊
、
内
容
的
研
究
の
た
め
に
は
、
本
文
の
再
検
討
が
最
重
要

と
考
え
る
た
め
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
　

　
な
お
、
『
五
代
集
歌
枕
目
録
』
と
『
五
代
集
歌
枕
最
要
略
』
や
、
左
注
、
下
巻
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
黒
田
彰
子
氏
の
一
連
の
論
考
が
あ
り
、
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本
稿
で
は
扱
わ
な
い
こ
と
と
す
る
。

二

　
単
に
活
字
化
さ
れ
た
本
文
へ
の
疑
義
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
漢
字
の
当
て
嵌
め
方
や
濁
点
の
振
り
方
、
散
文
の
場
合
に
は
句
読
点
の
付
け
方

な
ど
に
よ
っ
て
も
解
釈
に
違
い
が
生
じ
る
。
『
五
代
集
歌
枕
』
の
場
合
で
も
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
以
下
、
歌
学
大
系
本
文
を
掲
げ
、
（
）

に
新
編
国
歌
大
観
番
号
を
記
す
。

　
　
人
に
つ
ぐ
た
よ
り
だ
に
な
し
大
あ
ら
ぎ
の
も
り
の
下
な
る
草
の
身
な
れ
ば
（
八
一
九
）

こ
れ
は
、
『
後
撰
集
』
一
一
八
六
番
歌
で
、
貫
之
を
介
し
て
名
簿
を
提
出
し
、
兼
輔
と
主
従
関
係
を
結
ぼ
う
と
し
た
躬
恒
の
歌
で
あ
る
が
、
躬
恒

の
「
頼
る
べ
き
存
在
」
が
貫
之
で
あ
る
こ
と
に
は
異
存
は
あ
る
ま
い
。
「
人
に
つ
ぐ
」
で
あ
れ
ば
「
人
に
告
ぐ
」
と
な
ろ
う
か
ら
、
兼
輔
に
「
自

分
の
存
在
を
知
ら
せ
る
」
と
い
っ
た
程
度
の
意
と
な
ろ
う
か
。
し
か
し
、
名
簿
を
提
出
す
る
こ
と
の
み
が
目
的
で
は
な
く
、
そ
の
結
果
と
し
て

「
主
従
関
係
を
結
ぶ
」
こ
と
が
真
の
目
的
で
あ
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
名
簿
提
出
の
仲
介
と
い
う
だ
け
で
は
、
躬
恒
が
貫
之
に
対
し
て
、
自
分
が

い
か
に
頼
り
と
し
て
い
る
か
を
伝
え
る
歌
と
し
て
は
、
貫
之
の
役
割
が
そ
れ
ほ
ど
高
く
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
兼
輔
と
主
従
関
係
を
結
ぶ
た
め
に

是
非
と
も
頼
り
た
い
と
の
気
持
ち
を
込
め
た
歌
で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
、
兼
輔
の
従
属
と
な
る
、
す
な
わ
ち
「
人
に
つ
く
（
付
く
）
」
と
す
る
の
が

よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
箇
所
に
関
し
て
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
解
釈
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
片

桐
洋
一
氏
）
な
ど
で
も
、
「
人
に
つ
く
」
と
濁
ら
ず
に
記
さ
れ
て
い
る
（
新
編
国
歌
大
観
で
は
大
系
本
と
同
じ
く
「
人
に
つ
ぐ
」
と
す
る
）
。
単

に
濁
点
の
有
無
で
は
あ
る
が
、
解
釈
上
、
無
視
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
例
は
他
に
も
あ
ろ
う
が
、
省
略
す
る
。

　
作
者
名
な
ど
に
も
注
意
す
べ
き
異
同
が
有
る
。
多
く
は
誤
写
を
要
因
と
す
る
も
の
と
み
て
よ
さ
そ
う
で
は
あ
る
が
、
そ
の
有
無
に
問
題
の
あ

る
箇
所
も
一
例
あ
る
。
大
系
本
で
は
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久
か
た
の
天
の
か
ご
山
こ
の
ゆ
ふ
べ
霞
た
な
び
く
春
た
つ
ら
し
も
（
二
二
七
）

に
作
者
名
が
な
い
。
し
か
し
、
志
香
須
賀
本
に
は
「
人
丸
」
と
あ
る
。
こ
の
歌
は
、
『
万
葉
集
』
一
八
一
二
番
歌
で
あ
る
が
、
一
八
一
八
番
歌
の

後
に
「
右
柿
下
朝
巨
人
麻
呂
歌
集
出
」
と
あ
っ
て
、
当
該
歌
を
人
麻
呂
詠
と
す
る
こ
と
は
故
な
か
ら
ぬ
こ
と
で
は
な
い
。
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
（
五
）

や
『
歌
枕
名
寄
』
（
二
九
〇
八
）
で
は
「
よ
み
人
知
ら
ず
」
と
あ
り
、
歌
句
に
異
同
は
あ
る
が
『
赤
人
集
』
や
『
家
持
集
』
に
も
あ
っ
て
複
雑
で

は
あ
る
が
、
『
夫
木
和
歌
抄
』
（
一
〇
三
）
な
ど
も
歌
句
に
異
同
は
あ
る
も
の
の
「
人
丸
」
の
歌
と
し
て
掲
出
す
る
。
「
人
丸
」
を
削
除
し
て
し
ま

う
必
然
は
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
ま
た
、
注
記
な
ど
に
も
問
題
と
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
大
系
本
で
は
、
五
五
六
番
歌
の
作
者
を
「
藤
忠
行
」
、
五
五
七
番
歌
の
作
者
を
「
紀
乳

母
恋
集
」
と
し
て
い
る
。
一
方
、
志
香
須
賀
本
は
、
五
五
六
番
歌
の
作
者
名
に
「
藤
忠
行
　
恋
集
」
と
あ
る
。
い
ず
れ
が
適
切
で
あ
ろ
う
か
。

殊
、
「
恋
集
」
な
ど
と
あ
れ
ば
、
『
和
歌
現
在
書
目
録
』
に
そ
の
名
の
見
え
る
『
恋
部
集
』
や
、
『
八
雲
御
抄
』
に
見
え
る
『
恋
集
』
が
想
起
さ
れ
、

散
逸
歌
集
の
一
端
を
垣
間
見
る
も
の
か
と
の
興
味
か
ら
も
看
過
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
二
首
を
集
付
と
と
も
に
掲
げ
る
と
、
共
に
『
古
今
集
』
歌

で
、　

　
古
＋
四
君
と
い
へ
ば
見
ま
れ
み
ず
ま
れ
富
士
の
ね
の
め
づ
ら
し
げ
な
く
も
ゆ
る
わ
が
身
を
　
藤
忠
行
（
五
五
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
イ

　
　
同
＋
九
富
士
の
根
の
な
ら
ぬ
思
ひ
の
も
え
ば
も
え
神
だ
に
け
た
ぬ
む
な
し
姻
ぞ
　
　
　
　
　
紀
乳
母
恋
集
（
五
五
七
）

と
あ
る
。
歌
句
に
つ
い
て
大
系
本
と
志
香
須
賀
本
と
の
違
い
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、
仮
名
遣
い
一
箇
所
の
ほ
か
に
、
五
五
七
番
歌
の
第
四
句
が
志

香
須
賀
本
で
は
「
神
た
に
け
た
め
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
『
古
今
集
』
（
一
〇
二
八
）
諸
本
に
異
同
は
な
く
「
け
た
ぬ
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
志
香

須
賀
本
に
お
け
る
字
形
の
類
似
に
よ
る
誤
写
で
あ
ろ
う
か
。
さ
て
、
五
五
六
番
歌
は
巻
十
四
恋
四
に
収
め
ら
れ
る
。
五
五
七
番
歌
は
巻
十
九
の

「
誹
詣
歌
」
で
あ
る
が
、
歌
中
の
「
な
ら
ぬ
思
ひ
」
は
「
恋
の
思
い
」
で
あ
り
、
や
は
り
「
恋
」
に
関
連
す
る
。
し
か
し
、
『
五
代
集
歌
枕
』
に

は
、
部
立
を
注
記
す
る
例
、
あ
る
い
は
、
解
釈
を
注
記
し
た
例
は
見
出
せ
な
い
。
こ
こ
に
だ
け
部
立
や
解
釈
を
記
す
の
は
不
審
で
あ
る
。
注
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
べ
き
は
、
五
五
六
番
歌
の
歌
句
の
異
同
で
あ
る
。
第
五
句
「
も
ゆ
る
わ
が
身
を
」
が
『
古
今
集
』
（
六
八
〇
）
の
う
ち
本
阿
弥
切
・
大
江
切
・
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志
香
須
賀
本
・
元
永
本
・
雅
経
本
・
天
理
本
で
は
「
わ
が
み
を
」
（
基
俊
本
で
は
「
わ
か
み
か
」
）
と
あ
り
、
⊥
ハ
条
家
本
・
寛
親
本
・
永
治
本
で

は
「
こ
ひ
」
の
傍
書
が
あ
る
。
雅
俗
山
荘
本
・
建
久
本
・
伊
達
本
・
中
山
本
で
は
「
わ
が
こ
ひ
」
と
あ
り
、
永
暦
本
・
寂
恵
本
で
は
傍
書
、
貼

紙
で
「
み
を
」
と
し
、
他
に
も
前
田
本
は
「
こ
ひ
」
を
見
セ
消
チ
「
み
お
」
と
し
、
後
鳥
羽
院
本
は
「
こ
ひ
歎
」
と
傍
書
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
わ
が
こ
ひ
」
「
わ
が
み
を
」
の
両
様
の
本
文
が
存
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
更
に
注
意
す
べ
き
は
『
五
代
集
歌
枕
』
の
書
写
形
態
で
あ
る
。

（
次
頁
参
照
）

　
大
系
本
は
、
一
行
に
集
付
・
歌
・
作
者
名
の
順
に
記
す
が
、
伝
本
二
本
と
古
筆
切
の
書
写
形
態
を
み
る
と
、
伝
後
深
草
天
皇
筆
切
（
伝
二
条

為
家
筆
切
）
・
伝
津
守
国
夏
筆
切
・
筆
者
未
詳
切
と
天
理
図
書
館
蔵
本
は
、
和
歌
を
二
行
書
と
し
、
歌
の
後
（
下
）
に
作
者
名
を
記
す
。
比
較
的

書
写
年
次
の
古
い
も
の
は
こ
の
よ
う
な
形
式
で
あ
り
、
名
所
歌
集
と
い
う
性
質
上
、
作
者
名
は
さ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
る
必
要
も
な
く
、
こ
れ
が

元
来
の
形
式
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
伝
二
条
為
藤
筆
切
は
、
作
者
名
を
記
し
、
改
行
し
て
和
歌
二
行
書
と
し
、
志
香
須
賀
本
も
和
歌

を
一
行
書
と
は
し
て
い
る
が
、
歌
の
前
行
に
作
者
名
が
あ
る
の
は
、
一
般
的
な
歌
集
の
形
態
に
改
め
ら
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
当
然
、
作
者
名

は
行
の
中
ほ
ど
以
下
の
下
方
に
書
か
れ
る
た
め
、
和
歌
二
行
書
の
場
合
は
第
二
．
三
句
と
作
者
名
が
、
殊
に
和
歌
一
行
書
の
場
合
に
は
、
第
四
・

五
句
の
傍
書
と
作
者
名
が
近
接
す
る
。
そ
し
て
志
香
須
賀
本
で
は
、
作
者
名
は
和
歌
の
四
句
目
辺
り
の
高
さ
に
書
か
れ
て
お
り
、
こ
の
書
式
で

あ
る
な
ら
ば
、
五
句
目
の
傍
書
が
作
者
名
の
下
に
位
置
す
る
も
の
の
よ
う
に
誤
ら
れ
る
こ
と
が
充
分
に
あ
り
得
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「
恋

集
」
は
歌
集
名
な
ど
で
は
な
く
、
第
五
句
「
わ
か
み
を
」
の
右
側
に
書
か
れ
て
い
た
「
（
古
今
）
集
で
は
恋
と
な
っ
て
い
る
」
意
の
異
文
注
記
が
、

誤
っ
て
作
者
名
の
下
に
記
入
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
志
香
須
賀
本
で
は
当
該
箇
所
は
丁
の
最
終
行
に
あ
た
る
作
者
名
の

下
に
や
や
右
寄
せ
で
「
恋
集
」
と
あ
り
、
改
丁
し
て
和
歌
を
記
す
こ
と
か
ら
、
彰
考
館
本
の
親
本
以
前
の
誤
り
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
五
五
七
番
歌
の
作
者
名
「
紀
乳
母
」
と
「
恋
集
」
は
全
く
無
関
係
で
あ
る
。
因
み
に
小
林
強
氏
蔵
伝
津
守
国
夏
筆
切
で
は
、
当
該
箇
所
を

含
ん
で
は
い
る
が
「
恋
集
」
の
注
記
は
見
ら
れ
な
い
。
校
訂
に
も
根
拠
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
大
系
本
で
注
記
の
場
所
を
移
動
さ
せ
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
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集
付

　
　
歌
枕

口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口

口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口

作
者
名

伝
後
深
草
天
皇
（
二
条
為
家
）
筆
切
、

伝
津
守
国
夏
筆
切
、
筆
者
未
詳
切
、

天
理
図
書
館
蔵
本

集
付

　
　
歌
枕
　
　
　
　
　
　
　
作
者
名

口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口

口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口

伝
二
条
為
藤
筆
切

集
付

歌
枕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
者
名

口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口

志
香
須
賀
本
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集
付

　
歌
枕

口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口

作
者
名

大
系
本

三

　
さ
て
、
校
訂
に
よ
っ
て
生
じ
た
異
同
に
移
り
た
い
。

こ
と
が
わ
か
る
。
大
ま
か
に
分
類
す
る
と
、

志
香
須
賀
本
と
大
系
本
と
を
比
較
す
る
と
、
か
な
り
の
歌
に
校
訂
が
加
え
ら
れ
て
い
る



　
A
漢
字
仮
名
の
別
　
二
首
　
　
B
虫
欠
の
処
理
　
十
首
　
　
　
　
C
仮
名
遣
い
　
約
百
四
十
首

　
D
送
り
仮
名
　
一
首
　
　
　
　
E
傍
書
の
処
理
　
約
六
十
首
　
　
F
歌
句
の
異
同
　
約
百
七
十
首

の
よ
う
に
な
る
。
校
訂
の
「
箇
所
」
と
な
れ
ば
、
そ
の
数
値
は
更
に
増
加
す
る
。
こ
れ
ら
全
て
に
つ
い
て
言
及
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
問
題
と

な
り
そ
う
な
も
の
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
検
討
し
て
お
き
た
い
。
た
だ
し
、
志
香
須
賀
本
に
は
、
「
た
」
「
き
（
紀
）
」
、
「
ら
」
「
ち
」
、
「
か
」
「
お
」
、

「
ふ
」
「
に
（
ホ
）
」
、
「
さ
」
「
た
（
多
）
」
、
「
は
（
盤
）
」
「
そ
」
、
「
と
」
「
を
」
、
「
御
」
「
さ
（
佐
）
」
、
「
と
」
「
こ
」
「
さ
」
、
「
け
（
介
）
」
「
そ
」
「
う
」
、

「
く
」
「
ら
」
「
し
」
「
・
」
、
「
り
（
利
）
」
「
か
（
可
）
」
「
る
」
、
「
は
（
八
）
」
「
い
」
「
つ
」
「
へ
」
、
「
も
」
「
こ
と
」
、
「
て
」
「
つ
・
」
、
「
こ
ん
」
「
え
」

な
ど
、
文
字
の
区
別
が
明
確
で
は
な
い
も
の
、
そ
の
誤
り
と
見
て
よ
さ
そ
う
な
も
の
が
多
数
あ
る
。
し
か
し
、
字
形
の
類
似
し
た
文
字
は
判
読

者
の
判
断
で
読
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
内
容
的
に
問
題
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
検
討
し
な
い
。
ま
た
、
旧
稿
で
検
討
し
た
箇
所
に
関
し

て
は
再
び
取
り
上
げ
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

A
　
漢
字
仮
名
の
別
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二
例
が
該
当
す
る
が
、
「
行
ゑ
」

さ
し
て
問
題
で
は
な
か
ろ
う
。

（
二
二
九
）
、
「
こ
高
き
」
（
六
七
九
）
が
大
系
で
は
「
行
方
」
、
「
こ
だ
か
き
」
と
あ
る
程
度
で
、
内
容
的
に
は

B
　
虫
欠
の
処
理

　
彰
考
館
本
に
既
に
存
し
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
、
書
写
時
に
注
記
さ
れ
た
の
か
は
明
確
で
は
な
い
が
（
恐
ら
く
後
者
で
あ
ろ
う
）
、
志
香
須
賀

本
に
は
「
虫
欠
」
の
あ
っ
た
こ
と
を
明
記
す
る
箇
所
が
九
箇
所
、
歌
句
途
中
の
空
白
が
一
箇
所
あ
る
。
一
字
、
二
字
程
度
の
欠
脱
で
あ
り
、
補



い
易
い
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
辛
う
じ
て
推
測
で
き
る
も
の
も
あ
り
、
推
測
の
上
、
判
読
で
き
る
箇
所
は
、
問
題
な
か
ろ
う
。
全
く
判
読
で
き
な

い
も
の
も
あ
る
。
こ
の
場
合
も
、
歌
意
、
句
、
単
語
単
位
で
の
推
測
は
比
較
的
容
易
で
あ
る
。
し
か
し
、
幾
通
り
も
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
場

合
な
ど
は
、
普
通
に
行
わ
れ
る
校
訂
の
手
段
と
し
て
、
出
典
諸
集
の
本
文
を
援
用
す
る
ほ
か
手
立
て
は
あ
る
ま
い
。
『
五
代
集
歌
枕
』
で
範
兼
が

用
い
た
本
文
系
統
が
確
定
的
で
あ
る
な
ら
ば
そ
の
系
統
の
本
文
を
利
用
す
べ
き
で
あ
る
が
、
現
状
で
は
不
明
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
た
め
に
、

特
定
の
系
統
に
絞
っ
て
用
い
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
箇
所
に
異
同
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
点
、
留
意
す
る
必
要
は

有
る
が
、
対
象
と
な
る
十
箇
所
に
は
問
題
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
、
志
香
須
賀
本
に
は
、
明
ら
か
な
欠
落
が
あ
り
、
大
系
で
は
こ
れ
を
推
定
に
よ
っ
て
補
っ
て
い
る
。
現
時
点
で
は
穏
当
な
推
定
と
い
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
や
は
り
こ
の
欠
落
箇
所
を
補
い
得
る
伝
本
の
出
現
が
侯
た
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

C
　
仮
名
遣
い

　
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
統
一
す
る
方
針
で
あ
り
、
か
な
り
多
く
の
校
訂
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
妥
当
な
校
訂
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
次
の
一

首
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
こ
・
に
し
も
な
に
・
お
ふ
ら
ん
を
み
な
へ
し
人
の
も
の
い
ひ
さ
が
に
く
き
世
に
（
六
五
〇
）

志
香
須
賀
本
に
は
、
第
二
句
「
な
に
・
ほ
ふ
ら
ん
」
と
あ
る
。
「
何
に
お
ふ
」
の
意
で
あ
れ
ば
「
負
ふ
」
「
追
ふ
」
「
覆
ふ
」
な
ど
が
考
え
ら
れ
よ

う
が
、
い
ず
れ
も
歌
意
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
こ
の
歌
は
『
拾
遺
集
』
（
一
〇
九
八
）
の
コ
房
の
前
栽
見
に
、
女
ど
も
ま
う
で
来
た
り
け
れ
ば
」
と
い

う
詞
書
を
持
つ
遍
照
の
歌
で
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
場
所
で
美
し
く
咲
き
映
え
る
の
か
と
い
っ
た
、
コ
房
」
す
な
わ
ち
僧
坊
に
や
っ
て
来
た
女

性
達
を
女
郎
花
に
準
え
た
歌
で
あ
り
、
「
匂
ふ
」
の
意
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、
「
な
に
・
ほ
ふ
ら
ん
」
と
あ
る
の
が
よ
か
ろ
う
。
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D
　
送
り
仮
名

該
当
す
る
の
は
一
首
の
み
で
あ
り
、
送
り
仮
名
な
ど
は
あ
ま
り
重
視
さ
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
次
の
一
例
は
一
語
欠
落
と
見
る
べ
き
で
あ

り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
送
り
仮
名
の
更
な
る
誤
り
を
も
生
ぜ
し
め
て
お
り
、
問
題
が
あ
る
。

　
　
春
草
を
ま
く
ひ
山
よ
り
こ
え
く
な
る
か
り
の
つ
か
ひ
は
や
ど
過
な
り
（
六
五
）

こ
の
歌
、
第
二
句
が
万
葉
集
（
一
七
〇
八
）
に
「
馬
咋
山
自
」
と
あ
り
、
「
う
ま
く
ひ
や
ま
を
」
と
訓
じ
ら
れ
る
の
が
一
般
的
な
中
で
、
『
五
代

集
歌
枕
』
と
同
じ
く
範
兼
の
『
和
歌
童
蒙
抄
』
が
「
マ
ク
ヒ
ヤ
マ
ヨ
リ
」
と
あ
る
の
は
注
目
に
値
す
る
が
、
現
存
『
五
代
集
歌
枕
』
の
引
用
歌

句
が
、
必
ず
し
も
『
和
歌
童
蒙
抄
』
の
引
用
歌
句
と
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
機
を
改
め
る
こ
と
と
し

た
い
）
。
こ
の
第
五
句
を
、
志
香
須
賀
本
で
は
「
や
と
劃
な
り
」
と
す
る
。
送
り
仮
名
を
省
略
す
る
書
写
形
態
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、

そ
れ
ら
は
む
し
ろ
活
字
化
に
際
し
て
補
わ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
し
、
逆
に
省
略
し
て
し
ま
う
こ
と
、
ま
し
て
や
活
用
語
尾
な
ど
で
は

な
く
助
動
詞
一
語
を
省
略
し
て
し
ま
う
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
。
同
歌
は
『
歌
枕
名
寄
』
（
一
二
一
五
）
で
は
「
宿
す
ぎ
ぬ
な
り
」
と
あ
り
、
西

本
願
寺
本
『
万
葉
集
』
な
ど
に
は
「
ヤ
ド
ス
ギ
ヌ
ナ
リ
」
と
の
訓
が
あ
り
、
志
香
須
賀
本
の
本
文
を
認
め
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
送
り
仮
名
「
ぎ
」

を
補
っ
て
「
過
ぎ
ぬ
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
新
編
国
歌
大
観
で
は
、
解
題
の
校
訂
表
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
大
系
本
文
に
拠
っ
て
送
り

仮
名
の
省
略
と
み
て
の
上
で
あ
ろ
う
、
「
や
ど
過
自
な
り
」
の
校
訂
を
施
し
て
お
り
、
「
過
ぬ
」
と
い
う
本
文
か
ら
大
き
く
変
化
し
て
し
ま
っ

て
い
る
。
僅
か
一
文
字
の
違
い
で
あ
り
、
誤
植
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
新
た
な
誤
り
を
生
じ
さ
せ
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
以
上
は
無

視
で
き
な
い
。
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E
　
傍
書
の
処
理

　
挿
入
．
見
セ
消
チ
な
ど
が
本
文
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
場
合
、
「
カ
」
「
欺
」
な
ど
と
す
る
傍
書
で
正
し
い
と
思
わ
れ
る
本
文
を
採
用
し
て
い

る
場
合
、
字
形
確
認
の
た
め
の
傍
書
が
あ
る
場
合
は
問
題
あ
る
ま
い
。
ま
た
、
歌
意
な
ど
か
ら
不
適
切
と
判
断
し
て
差
し
支
え
な
い
傍
書
も
あ

る
。
し
か
し
、
異
文
注
記
が
あ
る
場
合
、
そ
れ
を
不
用
意
に
無
視
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
残
る
場
合
が
あ
る
。
典
拠
歌
集
の
本
文
異
同
の
み
な

ら
ず
、
古
筆
切
の
検
討
か
ら
『
五
代
集
歌
枕
』
に
も
異
文
の
存
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

①
う
ち
ま
山
あ
さ
風
さ
む
し
た
び
に
し
て
衣
か
さ
ね
む
い
も
も
あ
ら
な
く
に
（
二
八
四
）

志
香
須
賀
本
で
は
、
「
か
さ
ね
む
」
の
右
に
「
カ
ス
ヘ
キ
」
と
傍
書
が
あ
る
。
『
万
葉
集
』
（
七
五
）
で
は
こ
の
歌
の
第
四
句
を
「
衣
応
借
」
と
し
、

「
コ
ロ
モ
カ
ス
ベ
キ
」
と
付
訓
す
る
。
他
に
も
『
続
古
今
集
』
（
八
六
一
）
、
『
歌
枕
名
寄
』
（
二
八
九
二
二
〇
〇
五
、
後
者
は
第
二
句
を
「
秋
風

寒
し
」
と
す
る
）
に
あ
り
、
『
井
蛙
抄
』
な
ど
に
も
あ
る
が
、
「
こ
ろ
も
か
す
べ
き
」
と
あ
り
、
「
衣
か
さ
ね
む
」
と
す
る
本
文
を
有
す
る
も
の
は

見
出
し
得
て
い
な
い
。
『
五
代
集
歌
枕
』
の
本
文
の
ほ
う
が
独
自
異
文
と
い
う
べ
き
な
の
で
あ
り
、
普
通
に
知
ら
れ
て
い
る
は
ず
の
「
こ
ろ
も
か

す
べ
き
」
が
傍
書
と
し
て
存
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
不
用
意
に
こ
の
傍
書
を
削
除
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。
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②
す
ぎ
の
・
に
さ
を
ど
る
き
．
す
い
ち
し
引
く
ね
に
し
も
な
か
ん
こ
も
り
づ
ま
か
も
（
七
三
三
）

『
万
葉
集
』
（
四
一
四
八
）
の
歌
で
あ
る
が
、
志
香
須
賀
本
に
は
「
い
ち
し
る
く
」
と
あ
り
（
「
る
・
」
の
よ
う
に
読
め
る
が
、
「
る
く
」
と
見
て

差
し
支
え
な
か
ろ
う
）
、
「
る
」
の
右
に
「
ろ
」
と
傍
書
が
あ
る
。
「
い
ち
し
ろ
く
」
「
い
ち
し
る
く
」
と
も
同
義
で
あ
り
、
解
釈
上
問
題
は
な
い

が
、
同
歌
が
『
夫
木
和
歌
抄
』
に
「
い
ち
し
る
く
」
（
九
八
三
六
）
と
あ
り
、
同
様
の
歌
句
を
持
つ
例
が
あ
る
以
上
、
志
香
須
賀
本
の
傍
書
も
残



す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
和
歌
童
蒙
抄
』
に
も
同
歌
は
あ
る
が
、

　
　
ス
キ
ノ
ノ
ニ
サ
ヲ
ト
ル
キ
・
ス
イ
ト
シ
ロ
ク
ナ
キ
シ
モ
ナ
カ
ム
コ
モ
リ
ツ
マ
カ
モ

と
、
当
該
句
以
外
に
も
違
い
が
有
る
。
た
だ
、
「
と
」
と
「
ち
」
の
違
い
は
誤
写
か
ら
生
じ
た
も
の
と
し
て
も
そ
れ
に
続
く
「
し
ろ
し
」
は
一
致

す
る
形
で
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
あ
な
が
ち
無
関
係
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

③
思
ふ
事
な
目
か
は
神
に
あ
と
た
れ
て
き
ぶ
ね
は
人
を
わ
た
す
な
り
け
り
（
八
五
六
）

志
香
須
賀
本
で
は
第
二
句
「
な
る
か
は
神
に
」
と
あ
り
、
「
る
」
の
右
に
「
に
イ
」
と
傍
書
が
あ
る
。
「
な
に
」
と
と
ら
え
た
場
合
、
「
願
う
こ
と

は
何
で
あ
ろ
う
か
」
と
で
も
解
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
「
き
ぶ
ね
に
ま
ゐ
り
て
い
が
き
に
か
き
つ
け
侍
り
け
る
」
と
い
う
詞
書
の
『
後
拾

遺
和
歌
集
』
（
＝
七
七
）
の
こ
の
歌
か
ら
は
、
「
思
う
こ
と
が
成
る
川
神
」
す
な
わ
ち
「
所
願
成
就
す
る
貴
船
明
神
」
が
、
「
鳴
る
川
上
」
す
な

は
ち
「
加
茂
川
上
流
の
貴
船
川
」
に
「
垂
　
」
し
て
「
木
舟
が
人
を
渡
す
よ
う
に
」
「
貴
船
明
神
が
衆
生
を
済
度
す
る
」
意
で
解
さ
れ
る
べ
き
で

あ
り
、
日
野
本
に
「
な
る
と
は
神
に
」
と
あ
る
他
は
、
諸
本
「
な
る
か
は
神
に
」
と
す
る
よ
う
で
あ
り
、
『
歌
枕
名
寄
』
（
一
二
四
五
）
に
も
同

様
に
あ
る
。
よ
っ
て
、
「
に
イ
」
の
注
記
が
何
に
よ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
に
（
ホ
）
」
と
「
る
（
留
）
」
の
字
形
の
類
似
か
ら
の
誤
写
が
原

因
で
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
、
当
該
歌
の
第
二
句
は
「
な
る
か
は
神
に
」
と
す
べ
き
で
あ
り
、
異
文
注
記
と
し
て
残
す
ぶ
ん

に
は
致
し
方
あ
る
ま
い
が
、
大
系
本
で
は
、
な
ぜ
か
異
文
注
記
を
本
文
と
し
て
採
用
し
、
本
来
あ
る
べ
き
本
文
を
抹
消
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
傍
書
の
処
理
に
つ
い
て
も
今
後
は
注
意
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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F
　
歌
句
の
異
同

歌
句
の
校
訂
の
多
く
は
、
明
ら
か
な
誤
脱
を
正
し
た
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
底
本
の
誤
り
の
多
く
が
現
在
考
え
得
る
範
囲
で
は
正
さ
れ
て



お
り
、
殊
更
に
異
を
唱
え
る
必
要
の
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
全
体
か
ら
み
れ
ば
僅
か
で
は
あ
る
が
、
疑
問
視
す
べ
き
も

の
も
あ
る
。
た
と
え
、
典
拠
諸
集
の
、
殊
に
流
布
本
と
異
な
る
本
文
で
あ
る
か
ら
と
て
、
そ
れ
を
誤
り
で
あ
る
と
断
定
し
て
し
ま
う
こ
と
は
早

計
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
同
一
本
文
を
有
す
る
文
献
が
存
す
る
以
上
、
そ
の
よ
う
な
本
文
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
認
め
な
く
て

は
な
る
ま
い
。
た
だ
、
字
形
の
類
似
な
ど
か
ら
、
全
く
無
関
係
な
書
写
過
程
を
経
な
が
ら
同
一
の
異
文
が
生
じ
る
こ
と
も
当
然
予
測
し
得
る
が
、

こ
れ
な
ど
も
、
享
受
の
一
面
と
し
て
受
け
入
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
い
わ
ゆ
る
本
文
批
判
を
行
う
こ
と
を
直
接
の
目
的
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
厳
密
な
高
次
批
判
に
よ
る
本
文
批
判
に
つ
い
て
は
後
考
を
侯
つ
こ
と
と
し
、
主
と
し
て
典
拠
歌
集
や
そ
の
異
文
、
他
文
献
に
一
致
す
る
本

文
が
み
ら
れ
る
事
例
を
掲
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。

①
と
り
べ
山
た
に
・
け
ぶ
り
の
も
え
た
引
ば
は
か
な
く
み
え
し
わ
れ
と
し
ら
な
ん
（
四
七
）

　
こ
の
歌
は
『
拾
遺
集
』
歌
（
＝
三
一
四
）
で
、
志
香
須
賀
本
で
は
「
も
え
た
・
は
」
と
あ
る
。
「
ら
」
「
・
」
は
混
同
し
易
い
文
字
で
あ
る
上

に
、
双
方
と
も
に
、
歌
句
も
通
じ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
『
拾
遺
集
』
の
活
字
本
が
同
じ
中
院
道
茂
本
を
底
本
と
し
な
が
ら
、
「
た
ら
ば
」
「
た
た

ば
」
と
翻
刻
が
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
現
状
も
あ
る
。
定
家
筆
天
福
本
で
は
「
ら
」
と
も
「
・
」
と
も
つ
か
な
い
字
形
で
あ
り
、
類
似
し
た
字

形
の
解
読
の
難
し
さ
を
象
徴
す
る
一
例
で
あ
ろ
う
。
天
福
本
で
は
、
ヲ
ド
リ
字
の
多
く
は
小
さ
な
点
の
よ
う
で
下
の
文
字
に
続
い
て
お
ら
ず
、

「
ら
」
は
下
の
文
字
に
続
く
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
り
、
「
ら
」
と
み
る
こ
と
に
違
和
感
が
な
い
。
こ
の
歌
は
他
に
も
『
拾
遺
抄
』
『
定
家
八
代

抄
』
『
歌
枕
名
寄
』
『
河
海
抄
』
『
今
鏡
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
が
、
「
も
え
た
ら
ば
」
と
す
る
の
は
『
今
鏡
』
の
み
で
あ
り
、
他
は
「
も
え
た
た
ば
」

と
し
て
い
る
。
「
、
」
か
「
ら
」
か
で
、
「
煙
が
燃
え
立
て
ば
」
「
煙
が
燃
え
た
な
ら
ば
」
と
い
う
若
干
の
歌
意
の
違
い
を
生
じ
る
が
、
異
同
の
生

じ
や
す
い
本
文
で
あ
ろ
う
か
ら
、
書
写
本
に
よ
っ
て
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
を
断
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
元

あ
る
「
た
、
は
」
を
否
定
し
、
「
た
ら
ば
」
と
直
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
理
由
は
無
い
。
し
か
し
、
当
該
歌
の
場
合
、
「
煙
」
は
「
立
つ
」
も
の
で
は
あ

る
が
、
「
燃
え
る
」
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
鳥
辺
山
を
遠
景
と
し
て
、
そ
の
谷
に
立
ち
昇
る
煙
を
目
に
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
「
（
燃
え
）
立

一28一



つ
」
ほ
う
が
理
に
適
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
た
・
は
」
を
そ
の
本
文
と
し
て
認
め
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。

②
け
さ
の
あ
さ
け
雁
が
音
き
つ
・
春
日
山
も
み
ち
に
け
ら
し
わ
が
心
い
た
し
二
〇
四
）

　
こ
の
ま
ま
で
は
、
歌
意
が
明
確
で
は
な
い
。
志
香
須
賀
本
に
は
「
き
・
つ
」
と
あ
り
、
意
味
的
に
も
「
音
」
を
「
聞
く
」
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『
万
葉
集
』
（
一
五
＝
二
）
で
は
、
「
雁
之
鳴
聞
都
」
と
あ
り
、
諸
本
に
お
い
て
も
「
か
り
が
ね
き
き
つ
」
と
訓
ず
る
。
他
に
も
『
風
雅
集
』
に

入
集
し
て
お
り
、
「
か
り
が
ね
き
き
つ
」
と
あ
り
、
志
香
須
賀
本
の
本
文
と
一
致
す
る
。
『
夫
木
抄
』
や
『
僻
案
抄
』
で
は
「
な
き
つ
」
、
『
歌
枕

名
寄
』
に
「
な
き
ぬ
」
な
ど
と
あ
る
が
、
『
万
葉
集
』
の
表
記
か
ら
は
「
き
き
つ
」
が
よ
か
ろ
う
。
新
編
国
歌
大
観
で
は
そ
の
校
訂
表
に
も
掲
げ

ら
れ
る
と
お
り
、
「
き
き
つ
」
に
改
め
て
い
る
。
大
系
本
の
誤
植
で
あ
ろ
う
か
。

③
数
な
ら
ぬ
身
を
お
も
に
・
て
よ
し
の
山
高
き
な
げ
き
を
思
ひ
こ
り
ぬ
る
二
四
一
）

　
志
香
須
賀
本
に
は
「
身
を
も
ち
に
・
て
」
と
あ
る
。
『
後
撰
集
』
（
＝
六
七
）
で
は
諸
本
総
じ
て
「
も
ち
に
」
と
あ
っ
て
志
香
須
賀
本
の
本

文
に
一
致
す
る
。
こ
の
歌
の
返
し
と
し
て

　
　
吉
野
山
越
え
ん
事
こ
そ
難
か
ら
め
こ
ら
む
歎
の
数
は
知
り
な
ん
（
一
一
六
八
）

と
あ
る
。
恋
の
部
で
は
な
く
巻
第
十
六
雑
二
に
あ
り
、
こ
の
「
思
ひ
」
を
恋
に
限
定
す
る
必
要
は
な
か
ろ
う
が
、
「
荷
」
と
は
「
思
ひ
」
を
抱
い

た
「
わ
が
身
」
と
な
る
は
ず
で
あ
り
、
「
お
も
に
」
で
あ
れ
ば
「
重
荷
」
の
意
と
な
り
、
確
か
に
「
持
ち
荷
」
よ
り
も
直
接
的
な
意
味
と
な
り
、

歌
意
の
解
釈
上
は
さ
ほ
ど
不
都
合
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
「
思
ひ
」
が
あ
る
こ
ら
こ
そ
「
高
き
歎
き
」
を
「
懲
り
」
、
越
え
「
難
か

ら
ん
」
と
察
し
得
る
。
「
わ
が
身
」
よ
り
も
「
思
ひ
」
の
比
重
が
高
い
の
で
あ
り
、
「
思
ひ
」
が
な
け
れ
ば
山
越
え
に
喩
え
ら
れ
る
苦
し
み
を
体

験
す
る
こ
と
も
な
い
。
主
体
と
な
っ
て
い
る
の
は
あ
く
ま
で
「
思
ひ
」
で
あ
り
、
「
わ
が
身
」
は
そ
の
「
思
ひ
」
に
付
属
す
る
単
な
る
「
持
ち
荷
」

に
他
な
ら
ぬ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
何
よ
り
「
お
も
に
」
と
す
る
本
文
は
見
出
し
得
て
お
ら
ず
、
『
歌
枕
名
寄
』
（
二
〇
八
一
）
で
も
「
も
ち
に
」
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と
あ
る
。
「
お
も
に
」
と
す
る
本
文
も
存
し
た
の
か
も
し
れ
ぬ
が
、
大
系
で
は
解
釈
本
文
が
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
同

じ
『
後
撰
集
』
に

　
　
年
の
数
積
ま
ん
と
す
な
る
重
荷
に
は
い
と
“
小
付
を
樵
り
も
添
へ
な
ん
（
一
三
八
〇
）

の
よ
う
な
「
「
数
」
「
重
荷
」
「
こ
（
る
）
」
の
語
句
が
類
似
す
る
歌
が
あ
り
、
何
ら
か
の
混
同
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
志

香
須
賀
本
に
あ
る
通
り
「
も
ち
に
」
が
『
五
代
集
歌
枕
』
の
本
文
と
し
て
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

④
朝
霧
に
し
み
・
に
ぬ
れ
て
よ
ぶ
こ
鳥
み
ふ
ね
の
山
を
な
き
わ
た
る
見
ゆ
二
五
九
）

志
香
須
賀
本
に
は
「
し
と
・
」
と
あ
る
が
、
典
拠
た
る
『
万
葉
集
』
（
一
八
三
五
）
で
は
「
之
怒
怒
」
と
表
記
し
、
「
し
の
の
」
と
訓
じ
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
『
風
雅
和
歌
集
』
（
一
二
七
）
に
も
採
ら
れ
て
お
り
、
や
は
り
「
し
の
の
」
と
あ
る
。
『
歌
枕
名
寄
』
（
二
二
〇
三
）
が
「
し
と
ど
」

と
し
て
お
り
、
志
香
須
賀
本
と
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
歌
学
書
な
ど
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
当
該
歌
を
引
用
す
る
歌
学
書
と
し
て
は
、

『
和
歌
童
蒙
抄
』
『
袖
中
抄
』
で
は
「
し
ぬ
ぬ
」
と
し
て
お
り
、
『
色
葉
和
難
集
』
に
は
二
箇
所
に
引
用
さ
れ
る
が
、
「
し
の
の
」
（
六
六
六
）
と

「
し
と
ど
」
（
九
二
六
）
の
両
様
が
あ
る
。
大
系
で
校
訂
さ
れ
た
「
し
み
み
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
も
ま
た
古
来
取
り
沙
汰
さ
れ
て
き
た
歌
語
で

あ
り
、

　
　
し
み
・
と
い
へ
る
こ
と
は
し
げ
し
と
い
へ
る
事
な
め
り
。
（
俊
頼
髄
脳
）

　
　
し
み
・
、
繁
也
。
（
奥
義
抄
、
和
歌
初
学
抄
）

　
　
し
み
・
と
は
、
し
げ
み
と
云
也
。
（
和
歌
童
蒙
抄
）

　
　
し
み
・
と
は
繁
な
り
。
（
和
歌
色
葉
）

　
　
和
云
、
し
み
・
と
は
し
げ
き
な
り
。
（
色
葉
和
難
集
）

　
　
し
み
・
　
し
げ
き
也
　
（
八
雲
御
抄
）
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な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
そ
の
頻
繁
な
様
を
示
し
、
「
し
み
み
に
う
え
る
」
「
し
み
み
に
か
よ
う
」
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
。
一
方
「
し
と
ど
」
は
、

『
古
今
和
歌
六
帖
』
の
貫
之
歌
（
二
三
〇
三
）
、

　
　
あ
さ
つ
ゆ
に
し
と
ど
に
そ
で
を
ぬ
ら
し
つ
つ
き
み
が
た
め
と
そ
わ
か
な
つ
み
つ
る

や
、
赤
人
の
歌
と
し
て
『
夫
木
和
歌
抄
』
（
一
八
一
一
）
、
『
赤
人
集
』
（
＝
三
二
、
た
だ
し
、
歌
句
に
異
同
あ
り
）
、
『
色
葉
和
難
抄
』
（
九
二
六
）

な
ど
に
見
ら
れ
る
、

　
　
朝
露
に
し
と
ど
に
ぬ
れ
て
よ
ぶ
こ
ど
り
神
な
び
山
に
蹄
き
わ
た
る
な
り

か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
「
ぬ
れ
る
」
に
か
か
る
。
す
る
と
、
当
該
歌
の
場
合
、
万
葉
集
を
根
拠
と
し
て
正
し
い
と
思
わ
れ
る
の
は
「
し
の
の
」

あ
る
い
は
い
わ
ゆ
る
五
音
相
通
の
「
し
ぬ
ぬ
」
で
あ
る
が
、
「
怒
」
の
音
か
ら
「
し
と
ど
」
も
誤
り
と
は
い
え
ま
い
。
つ
ま
り
、
志
香
須
賀
本
の

本
文
が
そ
の
ま
ま
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
「
し
み
み
」
と
あ
る
べ
き
で
は
な
い
。

⑤
こ
ら
が
て
を
ま
き
も
く
山
は
つ
ね
に
あ
れ
ど
過
行
人
は
ゆ
き
ま
か
め
や
も
（
二
〇
二
）

　
志
香
須
賀
本
で
は
「
過
行
人
に
」
と
あ
る
。
『
万
葉
集
』
（
一
二
六
八
）
に
は
、
弟
四
句
は
「
過
往
人
ホ
」
と
あ
り
、
現
在
で
は
「
す
ぎ
に
し

ひ
と
に
」
と
訓
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
西
本
願
寺
を
は
じ
め
諸
本
で
「
す
ぎ
ゆ
く
ひ
と
に
」
と
さ
れ
て
お
り
、
志
香
須
賀
本
の
本
文

と
一
致
す
る
。
当
然
、
該
当
箇
所
の
「
ホ
」
は
「
に
」
と
訓
じ
ら
れ
る
は
ず
で
あ
り
、
大
系
本
の
よ
う
な
本
文
は
、
本
来
存
在
し
て
い
な
い
は

ず
の
本
文
で
あ
る
。
ま
た
、
内
容
的
に
も
「
過
行
人
（
亡
く
な
っ
た
人
）
」
に
対
し
て
「
行
き
巻
（
行
っ
て
手
枕
を
す
る
）
」
く
の
で
あ
り
、
そ

の
主
体
は
作
者
で
あ
る
。
相
手
が
主
体
で
あ
れ
ば
む
し
ろ
「
来
巻
く
」
で
あ
ろ
う
。
「
巻
向
山
」
の
地
名
か
ら
察
す
る
に
「
向
か
う
」
と
こ
ろ
に

も
意
味
を
持
つ
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
巻
向
山
は
変
わ
ら
ず
に
あ
る
が
、
亡
く
な
っ
た
人
の
と
こ
ろ
へ
私
が
行
き
向
か
っ
て
手
枕
を
す
る

こ
と
は
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
過
行
人
に
」
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、
志
香
須
賀
本
の
本
文
を
『
五
代
集
歌
枕
』
の
本
文
と
し
て
認
め
る
べ

き
で
あ
る
。
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⑥
ち
は
や
ぶ
る
み
か
み
の
山
の
さ
か
木
ば
の
さ
か
え
ぞ
ま
さ
ん
末
の
世
ま
で
に
（
三
八
〇
）

　
志
香
須
賀
本
で
は
「
末
の
世
ま
て
も
」
と
あ
る
。
『
拾
遺
集
』
（
六
〇
一
）
で
は
大
系
本
と
同
じ
く
、
「
末
の
世
ま
で
に
」
と
す
る
の
が
普
通
で

あ
る
が
、
定
家
本
系
統
の
う
ち
、
吉
川
家
為
相
奥
書
本
に
は
、
志
香
須
賀
本
と
同
様
「
す
ゑ
の
世
ま
て
も
」
と
あ
る
。
一
本
と
い
え
ど
も
同
一

の
本
文
が
存
す
る
の
で
あ
り
、
無
視
で
き
な
い
。
も
っ
と
も
、
こ
の
吉
川
家
本
は
「
天
福
本
を
基
礎
に
し
な
が
ら
他
の
定
家
本
を
用
い
て
考
勘

し
、
そ
の
本
文
が
多
分
に
混
入
し
た
」
と
さ
れ
、
異
本
系
と
同
じ
、
あ
る
い
は
異
本
系
に
近
い
本
文
を
持
つ
箇
所
も
あ
り
「
天
福
本
と
は
絶
対

　
　
　
　
　
　
ハ
ベ

に
考
え
ら
れ
な
い
」
伝
本
で
あ
る
と
い
う
。
単
に
定
家
本
の
末
流
伝
本
で
あ
れ
ば
誤
写
と
し
て
処
理
し
て
も
よ
さ
そ
う
で
は
あ
る
が
、
異
本
系

統
の
本
文
も
が
見
ら
れ
る
点
か
ら
は
、
当
該
箇
所
に
つ
い
て
も
、
異
本
の
中
に
同
様
の
本
文
を
有
す
る
伝
本
が
あ
っ
た
可
能
性
も
皆
無
で
は
な

く
、
簡
単
に
誤
写
と
見
な
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
加
え
て
、
こ
の
歌
は
『
源
平
盛
衰
記
』
に
も
あ
り
、
そ
こ
で
は
や
は
り
「
末
の
よ
ま
で
も
」

と
あ
っ
て
注
意
さ
れ
る
。
異
本
『
拾
遺
集
』
の
中
に
同
一
の
本
文
を
持
つ
伝
本
が
存
在
し
な
い
と
は
言
い
切
れ
ぬ
所
以
で
も
あ
り
、
『
五
代
集
歌

枕
』
の
本
文
と
し
て
も
否
定
し
き
れ
な
い
。

⑦
た
か
ま
ど
の
こ
の
み
ね
さ
へ
に
か
さ
た
ち
て
み
ち
さ
か
り
た
る
秋
の
か
の
よ
さ
（
五
三
三
）

　
志
香
須
賀
本
で
は
第
四
句
が
「
み
ち
さ
か
り
な
る
」
と
あ
る
。
『
万
葉
集
』
に
は
「
盈
盛
有
」
（
二
二
三
三
）
と
表
記
さ
れ
、
現
在
で
は
「
み

ち
さ
か
り
た
る
」
と
訓
じ
ら
れ
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
、
「
盛
」
で
あ
る
と
い
う
状
態
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
さ
か
り
て
あ
る
」

す
な
わ
ち
「
さ
か
り
た
る
」
と
あ
る
の
が
、
妥
当
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
古
く
は
こ
の
よ
う
に
は
訓
ま
れ
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、
西

本
願
寺
本
は
じ
め
諸
本
に
「
ミ
チ
サ
カ
リ
ナ
ル
」
と
付
訓
が
あ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
歌
枕
名
寄
』
（
二
六
六
三
）
で
も
「
み
ち
さ
か
り
な
る
」

と
す
る
。
範
兼
の
時
代
に
も
こ
の
よ
う
に
あ
っ
た
可
能
性
は
充
分
に
あ
る
。
『
五
代
集
歌
枕
』
の
本
文
と
し
て
は
志
香
須
賀
本
の
ご
と
く
「
み
ち

さ
か
り
な
る
」
と
あ
る
こ
と
に
何
ら
不
都
合
は
無
く
、
校
訂
は
不
要
で
あ
る
。
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⑧
た
か
さ
ご
と
た
か
く
な
い
ひ
そ
昔
き
・
し
を
の
へ
の
し
ら
べ
ま
つ
そ
こ
ひ
し
き
（
五
四
七
）

　
こ
の
歌
は
、
『
後
撰
集
』
（
一
〇
五
七
）
の
歌
で
、
こ
の
箇
所
、
多
く
の
伝
本
に
お
い
て
大
系
本
と
同
じ
く
「
き
き
し
」
と
す
る
。
志
香
須
賀

本
で
は
「
き
し
」
と
し
て
お
り
、
ヲ
ド
リ
字
が
な
い
。
「
昔
聞
き
し
尾
の
上
の
調
べ
」
で
あ
ろ
う
か
ら
、
ヲ
ド
リ
字
の
欠
脱
に
よ
っ
て
生
じ
た
異

文
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
太
山
寺
本
・
日
野
本
な
ど
、
一
部
の
伝
本
に
は
「
き
し
」
の
よ
う
に
あ
る
。
同
歌
は
他
に
も
『
奥
義
抄
』
『
歌
枕
名
寄
』

『
和
歌
色
葉
』
に
も
引
用
さ
れ
る
が
、
『
和
歌
色
葉
』
で
も
や
は
り
「
き
し
」
と
し
て
い
る
。
す
る
と
、
志
香
須
賀
本
の
本
文
も
、
全
く
不
当
な

本
文
と
は
い
え
ま
い
。

⑨
い
も
ら
が
り
い
ま
き
が
み
ね
に
な
み
た
て
る
つ
ま
・
つ
の
き
は
昔
べ
み
け
ん
（
五
四
八
）

　
志
香
須
賀
本
で
は
第
三
句
「
な
み
た
て
」
と
な
っ
て
お
り
、
「
る
」
が
な
い
が
、
「
ル
」
と
傍
書
が
あ
り
、
大
系
は
こ
の
傍
書
を
取
り
入
れ
た

本
文
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
妥
当
な
校
訂
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
第
五
句
に
関
し
て
は
問
題
が
あ
る
。
志
香
須
賀
本
に
は
「
昔
人
み
け
ん
」

と
あ
る
。
『
万
葉
集
』
（
一
七
九
五
）
に
は
「
古
人
見
祁
牟
」
と
あ
っ
て
、
「
フ
ル
ヒ
ト
ミ
ケ
ム
」
と
の
訓
が
あ
る
が
、
「
む
か
し
の
ひ
と
み
け
む
」

「
む
か
し
人
み
け
む
」
「
ム
カ
シ
ノ
ヒ
ト
ミ
ツ
ケ
ム
」
な
ど
と
す
る
本
も
あ
り
、
「
古
」
を
「
む
か
し
」
と
も
と
ら
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、

「
人
」
に
異
同
は
な
い
。
『
夫
木
和
歌
抄
』
（
九
〇
四
三
）
な
ど
に
も
「
む
か
し
人
」
と
し
て
入
集
し
て
い
る
。
明
ら
か
に
大
系
本
本
文
の
誤
り

で
あ
ろ
う
。
新
編
国
歌
大
観
で
は
「
昔
人
」
と
改
め
、
校
訂
表
に
も
掲
出
し
て
お
り
、
既
に
解
決
し
た
問
題
で
は
あ
る
。
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⑩
つ
く
ば
ね
に
ゆ
き
か
も
ふ
ら
る
い
な
を
か
も
か
な
し
き
こ
ろ
が
に
ぬ
ほ
さ
る
か
も
（
五
七
〇
）

　
第
三
句
が
『
万
葉
集
』
（
三
三
五
一
）
に
は
「
伊
那
乎
可
母
」
と
あ
り
、
「
イ
ナ
ヲ
カ
モ
」
と
訓
じ
、
『
歌
枕
名
寄
』
（
五
六
〇
三
）
な
ど
も
「
い

な
を
か
も
」
と
す
る
。
志
香
須
賀
本
で
は
「
い
な
て
か
も
」
の
よ
う
に
あ
っ
て
、
『
万
葉
集
』
な
ど
と
は
一
致
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
『
類
聚

古
集
』
で
は
志
香
須
賀
本
と
同
様
に
「
い
な
て
か
も
」
と
あ
り
、
顕
昭
の
『
袖
中
抄
』
に
も
や
は
り
「
イ
ナ
テ
カ
モ
」
と
あ
る
。
院
政
期
か
ら



鎌
倉
期
に
は
こ
の
よ
う
な
本
文
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
の
実
例
で
あ
り
、
『
五
代
集
歌
枕
』
の
本
文
と
し
て
は
志
香
須
賀
本
の
よ
う
に
あ
る
こ
と

が
、
む
し
ろ
普
通
で
あ
っ
た
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

⑪
相
坂
の
松
の
む
ら
立
ひ
く
ほ
ど
は
を
ぶ
ち
に
み
ゆ
る
も
ち
つ
き
の
駒
（
六
三
四
）

　
志
香
須
賀
本
に
は
「
畝
の
む
ら
立
」
と
あ
る
。
『
後
拾
遺
集
』
の
歌
（
二
七
八
）
で
あ
る
が
、
「
す
ぎ
の
む
ら
だ
ち
」
と
あ
る
。
『
歌
枕
名
寄
』

に
は
三
箇
所
に
み
ら
れ
る
が
そ
の
う
ち
の
二
箇
所
（
五
六
八
九
・
六
六
九
七
）
に
や
は
り
「
杉
の
む
ら
立
ち
」
と
あ
る
。
こ
の
歌
は
、
第
四
句

に
み
ら
れ
る
「
を
ぶ
ち
」
が
施
注
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
『
奥
義
抄
』
『
袖
中
抄
』
『
和
歌
色
葉
』
『
色
葉
和
難
集
』
な
ど
の
歌

学
書
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
他
に
も
『
題
林
愚
抄
』
や
『
歌
枕
名
寄
』
（
五
七
四
六
）
に
も
あ
り
、
そ
れ
ら
で
は
「
関
の
杉
む
ら
」
な
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
松
」
と
し
て
い
る
文
献
は
他
に
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
「
杉
む
ら
」
詠
は
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
る
が
、
「
松
む
ら
」
詠
は

平
安
・
鎌
倉
期
の
歌
の
中
に
は
見
出
し
得
て
い
な
い
。
「
杉
」
の
認
識
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
『
五
代
集
歌
枕
』
の
本
文
と
し
て
は
「
杉

の
む
ら
立
」
が
相
応
し
い
。
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⑫
さ
し
ず
み
の
く
る
す
の
小
野
の
萩
花
ち
り
な
ん
時
に
ゆ
き
て
た
む
け
ん
（
六
四
四
）

　
志
香
須
賀
本
は
「
さ
し
す
き
の
」
と
す
る
。
こ
の
語
は
『
万
葉
集
』
（
九
七
〇
）
に
「
指
進
乃
」
と
あ
る
が
、
難
解
で
、
あ
る
い
は
「
来
栖
」

に
か
か
る
枕
詞
で
あ
ろ
う
か
と
も
さ
れ
る
が
解
釈
が
で
き
な
い
。
賀
茂
真
淵
の
『
冠
辞
考
』
で
は
「
さ
し
ず
み
」
を
墨
斗
の
こ
と
で
あ
り
、
墨

縄
を
繰
る
櫃
（
く
く
る
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
さ
し
ず
み
の
く
る
」
と
続
け
る
と
説
明
し
て
い
る
。
他
に
も
国
学
者
に
よ
っ
て
「
サ
シ
ス
・
ノ
」

「
サ
シ
ス
・
ム
」
な
ど
の
訓
が
試
み
ら
れ
て
は
い
る
が
、
『
万
葉
集
』
で
は
「
サ
シ
ス
キ
ノ
」
と
付
訓
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
は
他
に
『
続
千
載

集
』
（
三
九
二
）
、
『
夫
木
和
歌
抄
』
（
四
一
二
七
）
、
『
歌
枕
名
寄
』
（
一
四
〇
二
）
に
も
採
ら
れ
て
い
る
が
、
す
べ
て
「
さ
し
す
ぎ
の
」
と
あ
る
。

『
河
海
抄
』
で
は
表
記
を
「
さ
し
杉
の
」
と
す
る
が
、
同
様
で
あ
る
。
国
学
以
前
に
は
志
香
須
賀
本
の
よ
う
に
「
さ
し
す
き
の
」
と
あ
っ
た
と



と
ら
え
て
お
く
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

四

　
以
上
、
志
香
須
賀
本
に
よ
っ
て
、
『
五
代
集
歌
枕
』
の
上
巻
の
本
文
に
つ
い
て
、
一
部
検
討
を
加
え
た
。
大
系
本
の
校
訂
本
文
に
少
々
の
疑
義

を
呈
し
、
部
分
的
に
訂
正
す
べ
き
本
文
を
指
摘
し
得
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
向
後
の
歌
枕
研
究
お
よ
び
歌
学
書
研
究
に
お
い
て
、
『
五
代
集
歌
枕
』

を
利
用
す
る
際
に
は
、
こ
の
よ
う
な
点
に
も
留
意
し
て
お
く
必
要
は
あ
る
。

　
結
局
の
と
こ
ろ
、
現
存
す
る
資
料
か
ら
は
細
部
に
わ
た
る
『
五
代
集
歌
枕
』
の
原
型
の
復
元
は
困
難
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か

し
、
少
な
く
と
も
享
受
さ
れ
た
時
点
で
の
『
五
代
集
歌
枕
』
を
復
元
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
な
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
は
、
歌
枕

書
を
含
む
歌
学
書
が
ど
の
よ
う
な
目
的
・
興
味
で
利
用
さ
れ
た
の
か
に
も
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
平
安
後
期
に
は
『
後
拾
遺
集
』

あ
た
り
の
和
歌
、
殊
に
い
わ
ゆ
る
新
風
以
前
の
和
歌
は
既
に
「
古
典
」
化
し
て
い
た
た
め
に
、
諸
歌
学
書
で
は
『
後
拾
遺
集
』
あ
た
り
ま
で
を

範
囲
と
し
て
歌
語
注
釈
や
歌
語
収
集
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
歌
枕
に
関
し
て
も
、
厳
密
に
は
図
れ
な
い
が
、
平
安
後
期
こ
ろ
に
は
、

ど
の
よ
う
な
歌
枕
が
存
す
る
か
と
い
っ
た
だ
け
の
関
心
か
ら
脱
却
し
、
歌
枕
を
詠
み
込
む
場
合
に
は
ど
の
よ
う
な
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
か
、

そ
の
歌
枕
に
は
ど
の
よ
う
な
表
現
が
伴
わ
れ
て
い
る
か
が
関
心
事
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
単
に
国
名
と
地
名
を
列
挙
す

る
の
み
な
ら
ず
、
地
名
に
付
随
す
る
表
現
が
併
記
さ
れ
、
地
名
の
詠
み
込
ま
れ
た
和
歌
そ
の
も
の
が
掲
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
歌
枕
が
、
単
に
和
歌
に
詠
み
込
ま
れ
る
地
名
と
し
て
で
は
な
く
、
表
現
形
態
の
一
部
と
し
て
発
展
し
た
と

言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
傾
向
は
、
歌
語
・
歌
句
抄
出
の
歌
学
書
か
ら
一
首
全
体
を
掲
出
す
る
秀
歌
撰
的
歌
学
書
へ
の
変
遷
と
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

似
す
る
傾
向
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
金
椀
和
歌
集
』
の
検
討
か
ら
古
く
は
斎
藤
茂
吉
が
『
奥
義
抄
』
、
近
く
は
中
田
絹
子

お
　氏
が
『
五
代
集
歌
枕
』
の
利
用
を
指
摘
す
る
が
、
い
わ
ゆ
る
専
門
歌
人
は
と
も
か
く
、
一
般
的
に
は
和
歌
実
作
の
手
引
き
・
参
照
と
し
て
歌
学
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書
も
が
利
用
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
十
分
に
考
え
得
る
。
『
五
代
集
歌
枕
』
な
ど
は
、
歌
枕
と
古
歌

詞
、
更
に
は
一
首
そ
の
も
の
の
表
現
を
、
和
歌
そ
の
も
の
を
通
じ
て
摂
取
す
る
こ
と
の
で
き
る
書
物
と
し
て
享
受
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

歌
学
書
に
は
、
そ
の
性
質
上
、
享
受
の
過
程
で
記
述
が
増
加
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
名
所
歌
集
も
同
様
で
、
『
五
代
集
歌
枕
』
の
場

合
、
注
目
す
べ
き
は
『
十
二
代
集
歌
枕
』
や
、
『
十
三
代
集
歌
枕
』
の
存
在
で
あ
る
。
『
十
二
代
集
歌
枕
』
は
、
宗
尊
親
王
筆
を
伝
承
筆
者
と
す

　
　
　
り

る
断
簡
が
残
さ
れ
て
お
り
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
十
二
代
集
歌
枕

　
　
嶺
付
嵩

　
　
嶺
ヲ
バ
ネ
ト
ヨ
ミ
、
峯
ヲ
バ
ヲ
ト
ヨ
メ
リ
。
嶺
與
峯
其
釈
不
別
欺
、
嶺
字
、
尺
氏
云
、
山
狭
長
又
長
嵩
也
。
王
的
山
頂
、
孫
価
云
、
山
峻
。

　
　
峯
字
、
恵
憲
云
、
巌
也
、
山
頂
織
也
、
堆
知
玄
日
、
山
高
頂
。
説
尚
丘
云
、
山
尖
高
庭
也
。
伍
嶺
與
峯
同
入
之
。

こ
の
本
文
は
、
『
五
代
集
歌
枕
』
の
「
嶺
」
の
項
目
の
冒
頭
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
『
五
代
集
歌
枕
』
を
増
補
さ
せ
る
こ
と
で
『
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

二
代
集
歌
枕
』
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推
察
さ
せ
る
。
『
十
三
代
集
歌
枕
』
は
、
『
私
所
持
和
歌
草
子
目
録
』
の
「
部
類
」
の

項
に
書
名
が
伝
わ
る
の
み
で
は
あ
る
が
、
『
十
二
代
集
歌
枕
』
と
同
様
の
過
程
で
成
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
も
に
新
た
な
勅
撰
集
の
出
現
に

伴
っ
て
、
増
補
・
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
後
に
は
『
歌
枕
名
寄
』
の
ご
と
き
大
部
な
名
所
歌
集
の
出
現
を
促
し
、
為
に
、
そ
れ
以
前
の

も
の
は
発
展
的
解
消
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
～
代
集
歌
枕
』
な
ど
が
伝
本
に
恵
ま
れ
な
い
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
殊
に
、
『
十
二
代

集
歌
枕
』
『
十
三
代
集
歌
枕
』
の
ご
と
き
が
、
『
五
代
集
歌
枕
』
を
根
幹
と
し
て
、
単
純
に
新
た
な
勅
撰
集
歌
を
追
補
す
る
こ
と
で
発
展
し
て
い
っ

た
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
本
文
は
『
五
代
集
歌
枕
』
の
本
文
の
名
残
を
留
め
て
い
る
可
能
性
も
皆
無
で
は
な
い
。
本
稿
で
検
討

し
た
歌
の
中
に
は
『
歌
枕
名
寄
』
の
歌
句
と
一
致
す
る
本
文
を
い
く
つ
か
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
可
能
性
は
否
定
で
き
ま

い
。
こ
の
よ
う
な
享
受
が
、
そ
の
時
代
の
和
歌
を
生
み
出
す
一
端
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
歌
学
書
の
役
割
の
重
要
性
が
再
認
識

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
同
時
に
、
享
受
の
痕
跡
の
明
確
な
歌
人
な
り
和
歌
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
享
受
段
階
に
お
け
る
『
五
代
集
歌
枕
』
な
ど
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の
原
型
に
近
づ
け
て
い
く
こ
と
も
、
全
く
可
能
性
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
ま
た
、
歌
語
注
釈
を
目
的
と
し
た
歌
学
書
と
、
例
歌
の
掲
出
を
目
的
と
し
た
歌
学
書
と
の
間
の
、
若
干
の
相
違
点
を
も
考
慮
せ
ね
ば
な
る
ま

い
。
同
じ
範
兼
の
『
和
歌
童
蒙
抄
』
な
ど
と
比
較
す
る
に
、
そ
こ
に
掲
げ
ら
れ
る
和
歌
本
文
が
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
白
も
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ザ

る
。
近
年
の
『
和
歌
童
蒙
抄
』
の
研
究
に
は
浅
田
徹
氏
の
一
連
の
こ
論
考
が
あ
る
が
、
『
和
歌
童
蒙
抄
』
に
引
用
さ
れ
る
和
歌
に
は
、
既
成
歌
学

書
を
吸
収
再
生
し
て
い
る
箇
所
が
存
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
『
和
歌
童
蒙
抄
』
の
引
用
歌
本
文
が
そ
の
ま
ま
範
兼
の
利
用
し
た
歌
集
本
文
と
は

断
ぜ
ら
れ
ず
、
範
兼
が
直
接
出
典
歌
集
を
参
観
し
て
い
る
箇
所
と
、
そ
う
で
な
い
箇
所
と
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
出
典
歌
集
を
直
接

参
観
し
て
い
る
箇
所
を
明
確
に
で
き
れ
ば
、
そ
れ
を
範
兼
が
使
用
し
た
本
文
と
認
め
、
そ
の
う
ち
で
『
五
代
集
歌
枕
』
と
一
致
す
る
歌
に
つ
い

て
は
、
本
来
の
『
五
代
集
歌
枕
』
の
本
文
と
し
て
認
知
し
て
よ
い
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

　
更
に
、
享
受
段
階
に
お
い
て
も
、
歌
語
注
釈
の
場
合
は
歌
の
一
部
（
あ
る
い
は
一
首
の
通
釈
）
を
釈
す
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い
る
た
め

に
、
書
写
に
際
し
て
注
釈
文
に
不
審
が
な
く
、
施
注
語
に
問
題
が
な
け
れ
ば
、
そ
こ
に
引
用
さ
れ
る
和
歌
を
一
々
正
そ
う
と
す
る
こ
と
も
な
く
、

意
識
的
な
改
変
を
免
れ
る
可
能
性
も
低
く
は
な
い
よ
う
に
推
察
さ
れ
る
。
加
え
て
、
歌
集
本
文
の
披
見
の
難
易
度
に
も
注
意
し
た
い
。
勅
撰
集
、

殊
に
古
今
集
な
ど
に
比
し
て
は
、
万
葉
集
な
ど
は
そ
れ
ほ
ど
披
見
・
検
索
が
容
易
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
ず
、
享
受
者
に
よ
る
校
訂
を
免
れ
て

い
た
可
能
性
が
高
い
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
一
般
的
に
書
写
段
階
で
生
じ
易
い
異
同
（
例
え
ば
、
字
形
の
類
似
に
よ
る
誤
写
と
断
ぜ

ら
れ
る
も
の
）
と
、
万
葉
集
歌
な
ど
の
特
異
な
本
文
の
一
致
（
例
え
ば
、
本
稿
で
扱
っ
た
「
馬
喰
山
自
」
の
訓
）
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
こ
と

で
、
現
存
本
文
の
比
較
の
み
か
ら
は
別
本
文
で
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
も
の
で
も
、
同
一
本
文
の
、
享
受
段
階
で
の
異
変

と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
方
法
と
し
て
は
考
え
ら
れ
は
す
る
も
の
の
、
以
上
の
事
柄
は
希
望
的
観
測
に
過
ぎ
な
い
。
実
際
に
一
時
代
・
一
個
人
の
依
拠
し
た

本
文
を
厳
密
に
明
確
に
す
る
こ
と
な
ど
は
、
困
難
で
あ
る
。
根
幹
本
文
を
利
用
し
て
の
増
補
・
発
展
と
い
っ
て
も
、
『
～
代
集
歌
枕
』
な
ど
の
本

文
そ
の
も
の
が
新
た
に
発
見
さ
れ
な
い
限
り
は
、
明
確
に
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
掲
出
歌
そ
の
も
の
か
ら
表
現
を
学
び
取
ろ
う
と
す
れ
ば
、
細
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か
な
表
現
に
ま
で
注
意
を
払
わ
れ
る
こ
と
は
自
然
な
こ
と
で
あ
り
、
和
歌
本
文
に
無
関
心
で
は
お
ら
れ
ず
典
拠
が
明
白
な
、
あ
る
い
は
著
名
な

歌
ほ
ど
不
審
が
あ
れ
ば
校
訂
が
加
え
ら
れ
な
ど
し
、
結
果
、
複
雑
な
異
同
が
生
じ
易
く
な
る
と
い
う
こ
と
も
い
え
る
。
現
に
、
『
五
代
集
歌
枕
』

な
ど
は
、
享
受
者
や
時
代
の
推
移
に
よ
っ
て
多
く
の
異
文
が
生
じ
た
こ
と
が
、
下
巻
の
奥
書
な
ど
か
ら
も
疑
い
な
い
。
つ
ま
り
、
『
五
代
集
歌
枕
』

の
本
文
を
、
範
兼
の
編
纂
当
時
に
ま
で
遡
ら
せ
て
考
え
る
こ
と
は
、
事
実
上
、
現
時
点
で
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

原
型
推
定
が
困
難
で
あ
る
以
上
、
現
存
『
五
代
集
歌
枕
』
の
本
文
を
基
に
、
範
兼
の
利
用
し
た
諸
集
の
本
文
や
、
同
時
代
の
諸
集
の
本
文
を
想

定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
全
て
は
新
た
な
資
料
の
出
現
を
侯
つ
ほ
か
は
な
い
。

　
現
在
、
限
ら
れ
た
資
料
か
ら
は
、
困
難
な
問
題
ば
か
り
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
を
念
頭
に
『
五
代
集
歌
枕
』
は
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
、
わ
ず
か
な
可
能
性
を
求
め
て
断
簡
零
墨
に
至
る
ま
で
資
料
の
博
捜
、
本
文
批
判
は
続
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
原
型
に
ま
で
は
遡

れ
ず
と
も
、
享
受
段
階
に
ま
で
な
ら
遡
る
こ
と
が
で
き
、
更
に
そ
こ
か
ら
よ
り
古
い
享
受
本
文
へ
と
、
徐
々
に
原
型
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
享
受
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
、
日
本
歌
学
大
系
や
新
編
国
歌
大
観
な
ど
は
、
現
在
に
お
け
る
享
受
本
文

と
い
う
位
置
付
け
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
一
時
代
の
研
究
成
果
と
し
て
は
、
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
え
る
わ
け
で
あ
る
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
多
く
の
活
字
本
に
よ
っ
て
一
通
り
の
内
容
が
概
観
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、
活
字
化
さ
れ
た
本
文
に
依
拠
し
き
っ
て
し
ま

う
の
で
は
な
く
、
も
う
一
度
原
点
に
立
ち
返
っ
て
、
本
文
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
こ
れ
は
、
ひ
と
り
『
五
代
集
歌
枕
』
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

　
本
稿
で
は
、
特
に
他
文
献
に
も
見
出
さ
れ
る
歌
句
を
拠
り
所
と
し
て
『
五
代
集
歌
枕
』
の
本
文
に
つ
い
て
略
述
し
、
卑
見
を
述
べ
た
。
更
に

検
討
す
べ
き
点
も
あ
り
、
多
く
の
課
題
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
。
ご
教
示
、
ご
批
正
の
ほ
ど
申
し
上
げ
る
。

注（
1
）
「
五
代
集
歌
枕
の
異
文
－
古
筆
切
の
検
討
か
ら
ー
」
（
「
愛
知
大
学
国
文
学
」
第
四
十
号
　
平
成
十
三
年
一
月
）
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（
2
）
「
範
兼
五
代
名
所
に
就
い
て
（
上
・
下
）
」
（
「
立
命
館
文
学
」
第
三
巻
第
十
一
号
・
第
四
巻
第
二
号
　
昭
和
十
年
十
一
月
・
昭
和
十
一
年
月
）
、
『
日
本

　
歌
学
大
系
　
別
巻
＝
（
昭
和
三
十
四
年
六
月
、
風
間
書
房
）

（
3
）
「
校
本
万
葉
集
　
新
増
補
版
』
（
平
成
六
年
　
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

（
4
）
『
新
編
国
歌
大
観
　
第
十
巻
」
（
昭
和
六
十
二
年
四
月
、
角
川
書
房
）
。
『
五
代
集
歌
枕
』
の
校
訂
・
解
題
は
有
吉
保
氏
、
高
橋
善
浩
氏
、
田
中
初
恵
氏
、
・

　
田
村
柳
壼
氏

（
5
）
書
誌
に
つ
い
て
は
（
1
）
拙
稿
に
触
れ
た
。

（
6
）
「
五
代
集
歌
枕
目
録
に
つ
い
て
」
（
「
愛
知
文
教
大
学
論
叢
」
四
　
平
成
十
三
年
十
一
月
）
、
「
天
理
本
五
代
集
歌
枕
注
記
考
」
（
「
神
女
大
国
文
」
十
三

　
平
成
十
四
年
三
月
）
、
「
和
歌
童
蒙
抄
か
ら
五
代
集
歌
枕
へ
ー
範
兼
の
歌
学
と
そ
の
時
代
ー
」
（
『
鎌
倉
室
町
文
学
論
纂
』
平
成
十
五
年
五
月
、
和
泉
書
院
）

（
7
）
以
下
、
参
照
し
た
典
拠
歌
集
の
本
文
は
、
次
の
も
の
に
よ
っ
た
。

　
　
久
曽
神
昇
氏
『
古
今
和
歌
集
成
立
論
』
（
昭
和
三
十
五
年
　
風
間
書
房
）

　
　
西
下
経
一
氏
・
滝
沢
貞
夫
氏
「
古
今
集
校
本
』
（
昭
和
五
十
二
年
笠
間
書
院
）

　
　
小
松
茂
美
氏
『
後
撰
和
歌
集
　
校
本
と
研
究
』
（
昭
和
三
十
六
年
　
誠
信
書
房
）

　
　
大
阪
女
子
大
学
国
文
学
研
究
室
『
後
撰
和
歌
集
総
索
引
』
（
昭
和
四
十
年
　
大
阪
女
子
大
学
）

　
　
岸
上
慎
二
氏
・
杉
谷
寿
郎
氏
「
後
撰
和
歌
集
』
（
昭
和
六
十
三
年
　
笠
間
書
院
）

　
　
片
桐
洋
一
氏
「
拾
遺
和
歌
集
の
研
究
』
（
昭
和
四
十
五
年
　
大
学
堂
書
店
）

　
　
三
好
英
二
氏
「
校
本
拾
遺
抄
と
そ
の
研
究
』
（
昭
和
十
九
年
　
三
省
堂
）

　
　
片
桐
洋
一
氏
「
拾
遺
抄
ー
校
本
と
研
究
ー
』
（
昭
和
五
十
二
年
　
大
学
堂
書
店
）

　
　
久
曽
神
昇
氏
「
藤
原
定
家
筆
　
拾
遺
和
歌
集
』
（
平
成
二
年
　
汲
古
書
院
）

　
　
藤
本
一
恵
氏
「
後
拾
遺
和
歌
集
全
釈
』
（
平
成
五
年
　
風
間
書
房
）

　
　
久
曽
神
昇
氏
「
後
拾
遺
和
歌
集
　
日
野
本
』
（
昭
和
四
十
八
年
　
汲
古
書
院
）

　
　
久
曽
神
昇
氏
・
奥
野
冨
美
子
氏
「
穂
久
麹
文
庫
蔵
　
後
拾
遺
和
歌
集
と
研
究
』
（
平
成
二
年
　
未
刊
国
文
資
料
）

（
8
）
注
（
7
）
片
桐
氏
『
拾
遺
和
歌
集
の
研
究
』
に
よ
る
。
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（
9
）
「
奥
義
抄
其
他
と
金
椀
集
」
（
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
第
二
十
五
巻
第
四
号
～
第
八
号
　
昭
和
七
年
）
。
後
に
『
源
実
朝
』
（
昭
和
十
八
年
、
岩
波
書
店
）
に
所
収
。

「（

P
0
）
「
「
金
税
和
歌
集
』
と
『
五
代
集
歌
枕
』
」
（
「
県
大
国
文
」
第
二
号
　
昭
和
四
十
三
年
二
月
、
島
津
忠
夫
氏
編
『
古
今
新
古
今
と
そ
の
周
辺
』
昭
和
四
十

　
　
七
年
　
大
学
堂
書
店
）

（
H
）
久
曽
神
昇
氏
『
校
本
八
雲
御
抄
と
そ
の
研
究
』
（
昭
和
十
四
年
　
厚
生
閣
）

（
1
2
）
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
中
世
歌
学
集
　
書
目
集
』
（
平
成
七
年
四
月
　
朝
日
新
聞
社
）

（
1
3
）
浅
田
氏
の
「
和
歌
童
蒙
抄
』
に
関
す
る
論
考
に
「
疑
開
抄
と
和
歌
童
蒙
抄
（
上
）
」
（
「
早
稲
田
大
学
本
庄
高
等
学
院
研
究
紀
要
」
第
十
五
号
　
平
成
九

　
　
年
三
月
）
、
「
同
（
下
）
」
（
「
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
」
第
二
十
四
号
　
平
成
十
年
三
月
）
、
「
和
歌
童
蒙
抄
補
考
」
（
「
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
」
第
二

　
　
十
四
号
　
平
成
十
一
年
三
月
）
が
あ
る
。

本
稿
は
、
和
歌
文
学
会
関
西
例
会
（
平
成
十
四
年
十
二
月
）
で
の
口
頭
発
表
を
も
と
に
し
て
い
る
。
ご
教
示
賜
っ
た
先
生
方
に
衷
心
御
礼
申
し
上
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
学
部
非
常
勤
講
師
）
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